
令和４年度　調査概要
か み か す や あ き や まか み

上粕屋・秋山上遺跡８区・９区
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊勢原市No.74・205 遺跡

●所  在  地

●事  業  者
●調査原因

●時　　代

●遺跡位置

●調査期間

●主な調査成果

発  行 公益財団法人かながわ考古学財団 令和５年５月16日

2015年５月18日～ 調査中

伊勢原市上粕屋

一般国道246号線（厚木秦野道路）建設事業に伴う
埋蔵文化財発掘調査

国土交通省関東地方整備局

小田急小田原線伊勢原駅から北西に約３kmの
台地上

近世、中世、奈良・平安、古墳、縄文、旧石器

　８区の調査は令和３年度の調査の継続で、旧石器時代を対象に行われました。調査は遺物の出土状
況をみて順次調査範囲の拡張を行いながら実施され、BB０～ BB１層にかけて石器集中４箇所と礫
群２基が検出されました。石器集中から 4000 点ほどの石器が出土しましたが、尖頭器やナイフ形石
器などは少数検出されたのみで、ほとんどが微細な剥片です。剥片は石器を製作したときに出たもの
と考えられます。８区の調査は令和４年８月 30日に終了しています。
　９区の調査では近世、中世、奈良・平安時代、縄文時代、旧石器時代の遺構、遺物が確認されていま
す。中でも中世のピットは 1711 基検出されており、ピットから 7 棟の掘立柱建物跡が確認されて
います。

2. 旧石器　石器集中1.中世　掘立柱建物跡

4. 旧石器　礫群3. 旧石器　尖頭器　出土状況


